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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラオケに参加する複数の利用者の端末装置から、前記利用者が個々の楽曲に対して行
った視聴の態様を示すデータを取得する手段と、
　前記データから前記複数の利用者に共通する楽曲が存在する場合に、前記データの示す
視聴の態様に基づいて優先順位付けを行う手段と、
　前記データおよび前記優先順位付けの結果に基づいて選曲の候補を提示する手段と、
を備えたことを特徴とする選曲支援装置。
【請求項２】
　前記端末装置からネットワーク上のサーバ装置に蓄積された前記データを、カラオケに
参加する際に前記サーバ装置から前記端末装置を介して取得する、
ことを特徴とする請求項１に記載の選曲支援装置。
【請求項３】
　前記選曲の候補を前記端末装置に送信して表示させる、
ことを特徴とする請求項１または２に記載の選曲支援装置。
【請求項４】
　前記端末装置に表示された前記選曲の候補から利用者により選択された楽曲を演奏の対
象となる楽曲として受け付ける、
ことを特徴とする請求項３に記載の選曲支援装置。
【請求項５】
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　前記視聴の態様は、優先順位が低い順に、曲を聴いているだけの態様、曲に合わせ口パ
クまたは鼻歌を歌っている態様、曲に合わせて歌っている態様、および、曲と歌詞に合わ
せて歌っている態様を含む、
ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載の選曲支援装置。
【請求項６】
　前記データから歌を歌っている態様と曲を聴いている態様とが検出された楽曲について
、優先順位を高める補正を行う、
ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項に記載の選曲支援装置。
【請求項７】
　カラオケに参加する複数の利用者の端末装置から、前記利用者が個々の楽曲に対して行
った視聴の態様を示すデータを取得し、
　前記データから前記複数の利用者に共通する楽曲が存在する場合に、前記データの示す
視聴の態様に基づいて優先順位付けを行い、
　前記データおよび前記優先順位付けの結果に基づいて選曲の候補を提示する、
処理をコンピュータに実行させることを特徴とする選曲支援プログラム。
【請求項８】
　カラオケに参加する複数の利用者の端末装置から、前記利用者が個々の楽曲に対して行
った視聴の態様を示すデータを取得し、
　前記データから前記複数の利用者に共通する楽曲が存在する場合に、前記データの示す
視聴の態様に基づいて優先順位付けを行い、
　前記データおよび前記優先順位付けの結果に基づいて選曲の候補を提示する、
処理をコンピュータが実行することを特徴とする選曲支援方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、選曲支援装置、選曲支援プログラムおよび選曲支援方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、カラオケ店に設置されたカラオケ機では、タッチパネル型の楽曲検索端末を用い
た選曲が主流である。利用者は、曲名や歌手名から所望の楽曲を検索して選曲したり、人
気ランキングのリストから選曲したりする。
【０００３】
　また、このような楽曲検索端末を含むカラオケシステムにおいては、選曲の操作を容易
にするために、各利用者が個別に任意の楽曲データや選曲履歴等を保存（会員登録が必要
）できる等、様々な便利な機能が設けられているものもある。
【０００４】
　更に、利用者が携帯端末において事前に作成した楽曲リストから選曲を行うことで、カ
ラオケ端末に楽曲の指定を送信できるようにした技術も提案されている（例えば、特許文
献１を参照）。
【０００５】
　一方、複数人のメンバでカラオケを楽しむ場合、
・カラオケ同伴者（達）が知らない楽曲を選曲してしまい、場がしらけてしまう
・カラオケ同伴者（達）と自分の歌いたい楽曲が重複してしまう
といった状況が往々にして発生する。
【０００６】
　この点、複数の利用者によって一括予約された複数のカラオケ曲リストに共通して含ま
れる曲と共通して含まれない曲とを区別して表示する技術が提案されており（例えば、特
許文献２を参照）、カラオケ同伴者が知らない楽曲を意図せずに選曲してしまうことは避
けることができる。
【０００７】
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　また、参加メンバの優先順位や過去に歌った曲に基づいて演奏曲リストを出力する技術
が提案されており（例えば、特許文献３を参照）、楽曲が重複した場合の調整についても
触れられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００３－２４１７７１号公報
【特許文献２】特開２０１３－７３１０２号公報
【特許文献３】特開２００６－１０９８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上述した楽曲が重複した場合の調整技術では、参加メンバの優先順位として、立場の強
い利用者（例えば上位職）を優先するというような利用者間の関係性をあらかじめ指定登
録する手法がとられているため、毎回メンバが変わるような場合にはスムーズな運用が行
えないという問題があった。
【００１０】
　また、過去に歌った回数が多いほど歌える優先度が高まるため、新規にその曲を歌うた
めに何度もその曲を歌いこんだり聴きこんだりなどして練習をしている者に歌う機会が訪
れないという問題もあった。
【００１１】
　また、機械的に提示されたリストに拘束されずに利用者間のコミュニケーションにより
決定を委ねる場合、往々にして譲り合いが発生し、かえってその場の雰囲気がギクシャク
したり、重複する度に利用者間で調整が必要になるという問題もあった。
【００１２】
　そこで、開示の形態は、一側面では、カラオケに参加する利用者に対し利用者個々の行
動に基づいた選曲支援を行うことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　開示の形態は、カラオケに参加する複数の利用者の端末装置から、前記利用者が個々の
楽曲に対して行った視聴の態様を示すデータを取得する手段と、前記データから前記複数
の利用者に共通する楽曲が存在する場合に、前記データの示す視聴の態様に基づいて優先
順位付けを行う手段と、前記データおよび前記優先順位付けの結果に基づいて選曲の候補
を提示する手段と、を備える。
【発明の効果】
【００１４】
　開示の形態は、カラオケに参加する利用者に対し利用者個々の行動に基づいた選曲支援
を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】一実施形態にかかる選曲支援システムの構成例を示す図である。
【図２】端末装置、サーバ装置およびカラオケ機器の機能構成例を示す図である。
【図３】端末装置、サーバ装置およびカラオケ機器のハードウェア構成例を示す図である
。
【図４】端末装置における処理例を示すフローチャートである。
【図５】行動とポイントおよび付加フラグの対応の例を示す図である。
【図６】カラオケ機器における処理例を示すフローチャートである。
【図７】サーバ装置から端末装置を介してカラオケ機器が楽曲情報を取得する例を示す図
である。
【図８】固有ＩＤによる楽曲のマッチングの例を示す図である。
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【図９】固有ＩＤにより紐付けされた楽曲それぞれのポイントの比較の例を示す図である
。
【図１０】付加フラグによる補正の例を示す図である。
【図１１】カラオケ機器から端末装置への選曲候補リストの送信の例を示す図である。
【図１２】端末装置での選曲候補リストの表示の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の好適な実施形態につき説明する。
【００１７】
　＜構成＞
　図１は一実施形態にかかる選曲支援システムの構成例を示す図である。図１において、
利用者が所持するスマートフォン、タブレット、携帯電話等の端末装置１Ａ、１Ｂ、・・
は、インターネット等のネットワーク２に接続可能となっており、ネットワーク２にはク
ラウドサービスを提供するサーバ装置３が接続されている。また、カラオケ店４にはカラ
オケ機器５が設置されている。
【００１８】
　端末装置１Ａ、１Ｂ、・・は、利用者により楽曲の試聴に用いられる際に、利用者が楽
曲に対して行った視聴の態様を示すデータを取得し、データをネットワーク２を介してク
ラウドサービスを提供するサーバ装置３に送信して保管する。また、端末装置１Ａ、１Ｂ
、・・は、利用者がカラオケ店４でカラオケを楽しむ際に、サーバ装置３からネットワー
ク２を介してデータを取得し、無線通信（赤外線、近距離無線等）によりカラオケ機器５
にデータを与える。なお、端末装置１Ａ、１Ｂ、・・として、利用者が自宅等でカラオケ
を楽しめるゲーム機や個人用カラオケシステムやＰＣ（Personal Computer）等も含まれ
る。この場合、ゲーム機等で取得されサーバ装置３に保管された、利用者が楽曲に対して
行った視聴の態様を示すデータが、利用者が持ち歩くスマートフォン等を介してカラオケ
機器５に与えられる。
【００１９】
　図２は端末装置１（１Ａ、１Ｂ、・・）、サーバ装置３およびカラオケ機器５の機能構
成例を示す図である。図２において、端末装置１には、音楽再生アプリ（アプリケーショ
ンプログラム）１１と、カラオケ選曲支援アプリ１２とが設けられている。音楽再生アプ
リ１１は、楽曲を再生して利用者による視聴を可能とする機能を有している。また、音楽
再生アプリ１１は、歌詞を表示する機能も有していることを想定しているが、歌詞の表示
のためのアプリを別に設けてもよい。
【００２０】
　カラオケ選曲支援アプリ１２は、行動記録部１３と選曲指示部１４とを備えている。行
動記録部１３は、利用者が楽曲に対して行った視聴の態様を示すデータを取得してクラウ
ドサービスに送信する機能を有している。選曲指示部１４は、カラオケ店４（図１）でカ
ラオケに参加する際に、クラウドサービスを提供するサーバ装置３からデータを取得して
カラオケ機器５に送信する機能を有している。
【００２１】
　行動記録部１３は、カメラ制御部１３１とマイク制御部１３２と楽曲ＩＤ取得部１３３
と歌声検出部１３４と鼻歌・口パク検出部１３５と歌詞参照検出部１３６とフラグ・ポイ
ント管理部１３７とクラウドデータ入出力部１３８とを備えている。
【００２２】
　カメラ制御部１３１は、端末装置１の内部または外部に接続されたカメラを制御し、フ
ロントカメラにより自分撮り状態の撮像画像を取得する機能を有している。マイク制御部
１３２は、端末装置１の内部または外部に接続されたマイクを制御し、音声信号を取得す
る機能を有している。楽曲ＩＤ取得部１３３は、音楽再生アプリ１１から再生中の楽曲Ｉ
Ｄを取得する機能を有している。
【００２３】
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　歌声検出部１３４は、マイク制御部１３２により取得した音声信号から、利用者が楽曲
に合わせて歌を歌っていることを検出する機能を有している。楽曲のリズム、音程および
歌詞が大まかに合致する音声信号がマイクから取得された場合は、歌っていると判断する
ことができる。また、歌声検出部１３４は、楽曲の再生音量が利用者にとって視聴に耐え
るだけの音量であるか否かを検出する機能も有している。鼻歌・口パク検出部１３５は、
マイク制御部１３２により取得した音声信号とカメラ制御部１３１により取得した撮像画
像から、利用者が楽曲に合わせて鼻歌を歌っているか（口の動きはない）、口パク（音声
は発していないが口だけが動く）をしているかを検出する機能を有している。楽曲のリズ
ムおよび音程が大まかに合致し、歌詞が一致しない音声信号がマイクから取得された場合
は、鼻歌であると判断することができる。歌声または鼻歌ではなく、楽曲のリズムと大ま
かに合致する口の動きのある撮像画像が取得された場合は、口パクであると判断すること
ができる。歌詞参照検出部１３６は、カメラ制御部１３１により取得した撮像画像から、
利用者が楽曲に合わせて歌詞を目で追っていることを検出する機能を有している。再生中
の歌詞部分の表示位置を音楽再生アプリ１１等から取得することで、より精度よく楽曲に
合わせて歌詞を目で追っていることを検出することができる。
【００２４】
　フラグ・ポイント管理部１３７は、歌声検出部１３４、鼻歌・口パク検出部１３５およ
び歌詞参照検出部１３６の検出結果に基づき、楽曲ごとにポイントおよびフラグを付与す
る機能を有している。ポイントおよびフラグの詳細については後述する。クラウドデータ
入出力部１３８は、処理の開始時にサーバ装置３から利用者の楽曲ごとのポイントおよび
フラグの状態を示すデータを取得してフラグ・ポイント管理部１３７に与えるとともに、
所定の処理の区切り（楽曲の終了時等）において最新のデータをサーバ装置３に送信する
機能を有している。
【００２５】
　また、選曲指示部１４は、相互認識部１４１とクラウドデータ取得部１４２とデータ送
信部１４３とデータ受信部１４４と候補リスト表示部１４５と選曲受付部１４６と選曲送
信部１４７とを備えている。
【００２６】
　相互認識部１４１は、カラオケ機器５との間で赤外線や近距離無線等により通信を行っ
て認識し合い、その後の処理につなげる機能を有している。クラウドデータ取得部１４２
は、サーバ装置３から利用者の楽曲ごとのポイントおよびフラグの最新の状態を示すデー
タを取得する機能を有している。データ送信部１４３は、クラウドデータ取得部１４２が
取得したデータを赤外線や近距離無線等によりカラオケ機器５に送信する機能を有してい
る。
【００２７】
　データ受信部１４４は、カラオケ機器５から赤外線や近距離無線等により選曲候補リス
トのデータを受信する機能を有している。候補リスト表示部１４５は、データ受信部１４
４により受信した選曲候補リストのデータに基づき、選曲候補リストを端末装置１の画面
上に表示する機能を有している。選曲受付部１４６は、画面上に表示された選曲候補リス
ト上から利用者による選曲（カラオケ機器５に演奏させる楽曲の選択）を受け付ける機能
を有している。選曲送信部１４７は、選曲受付部１４６により受け付けた楽曲の演奏の指
示を赤外線や近距離無線等によりカラオケ機器５に送信する機能を有している。
【００２８】
　サーバ装置３は、データ入出力部３１とデータベース３２とを備えている。データ入出
力部３１は、端末装置１から受信した利用者の楽曲ごとのポイントおよびフラグの最新の
状態を示すデータをデータベース３２に格納するとともに、端末装置１からの要求に応じ
て、該当する利用者の同データをデータベース３２から読み出して送信（応答）する機能
を有している。
【００２９】
　カラオケ機器５は、カラオケ制御アプリ５１とカラオケ選曲支援アプリ５２とを備えて
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いる。カラオケ制御アプリ５１は、カラオケ機器としての基本的な機能を提供する部分で
あり、選曲を受け付けて演奏を行う機能を有している。カラオケ選曲支援アプリ５２は、
利用者ごとに選曲候補リストを提示することで、利用者による選曲の支援を行う機能を有
している。
【００３０】
　カラオケ選曲支援アプリ５２は、相互認識部５２１とデータ受信部５２２と楽曲振分部
５２３と結果送信部５２４と選曲受信部５２５とを備えている。
【００３１】
　相互認識部５２１は、端末装置１との間で赤外線や近距離無線等により通信を行って認
識し合い、その後の処理につなげる機能を有している。データ受信部５２２は、端末装置
１から利用者の楽曲ごとのポイントおよびフラグの最新の状態を示すデータを赤外線や近
距離無線等により受信する機能を有している。楽曲振分部５２３は、カラオケに参加する
複数の利用者のデータに基づき、楽曲が重複する場合にはポイントおよびフラグに基づい
て優先度を判断し、利用者ごとに選曲候補リストを生成する機能を有している。結果送信
部５２４は、楽曲振分部５２３により生成された選曲候補リストのデータを赤外線や近距
離無線等により該当する利用者の端末装置１に送信する機能を有している。選曲受信部５
２５は、端末装置１からカラオケ演奏する選曲の指示を受信し、カラオケ制御アプリ５１
に指示を伝える機能を有している。
【００３２】
　図３は端末装置１、サーバ装置３およびカラオケ機器５のハードウェア構成例を示す図
である。図３において、端末装置１等は、バス１０７を介して相互に接続されたＣＰＵ（
Central Processing Unit）１０１、ＲＯＭ（Read Only Memory）１０２、ＲＡＭ（Rando
m Access Memory）１０３、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）／ＳＳＤ（Solid State Drive）
１０４、接続Ｉ／Ｆ（Interface）１０５、通信Ｉ／Ｆ１０６を備えている。ＣＰＵ１０
１は、ＲＡＭ１０３をワークエリアとしてＲＯＭ１０２またはＨＤＤ／ＳＳＤ１０４等に
格納されたプログラムを実行することで、端末装置１等の動作を統括的に制御する。接続
Ｉ／Ｆ１０５は、端末装置１等の内部または外部に接続される機器とのインタフェースで
ある。内部または外部に接続される機器としては、カメラ、マイク、モニタ、スピーカ等
がある。通信Ｉ／Ｆ１０６は、ネットワークを介して他の情報処理装置と通信を行うため
のインタフェースである。
【００３３】
　図２で説明した端末装置１等の機能は、ＣＰＵ１０１において所定のプログラムが実行
されることで実現される。プログラムは、記録媒体を経由して取得されるものでもよいし
、ネットワークを経由して取得されるものでもよいし、ＲＯＭ組込でもよい。
【００３４】
　＜動作＞
　図４は上記の実施形態における端末装置１における処理例を示すフローチャートである
。この処理は、楽曲の試聴中における利用者の行動により、楽曲ごとにポイントおよびフ
ラグを付与し、視聴の態様を示すデータを取得するものである。
【００３５】
　図５は行動とポイントおよび付加フラグの対応の例を示す図である。この例では、行動
「楽曲を聴いているだけ」の場合に３ポイントを加算し、「聴フラグ」の付加と、「聴フ
ラグ」へ１ポイントを加算するものとしている。「聴フラグ」は聴いているだけであるこ
とを示している。３ポイントの加算としたのは、楽曲を聴いているだけでカラオケで歌う
ための練習をしているわけでは無いと考えられるためである。
【００３６】
　行動「曲に合わせ口パク／鼻歌」の場合は、５ポイントを加算し、「歌フラグ」を付加
するものとしている。「歌フラグ」は何らかの態様で歌っていたことを示している。５ポ
イントの加算としたのは、カラオケの練習をしている可能性はあるが、ハッキリとは歌っ
ていないため、実際に歌うよりは数値は低めとするためである。
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【００３７】
　行動「曲に合わせて歌う」の場合は、１０ポイントを加算し、「歌フラグ」を付加する
ものとしている。１０ポイントの加算としたのは、実際に声を出して歌っていることによ
り、カラオケの練習をしている可能性高と判断できるからである。
【００３８】
　行動「曲と歌詞に合わせて歌う」の場合は、１５ポイントを加算し、「歌フラグ」を付
加するものとしている。１５ポイントの加算としたのは、声を出して歌うことに加え、歌
詞を参照しているため、さらにカラオケの練習をしている可能性が高いと判断できるから
である。
【００３９】
　このように、カラオケで歌う練習のための視聴としての積極性に応じて高いポイントを
付与するようにしている。なお、ポイントの数値はあくまでも例示であり、例示のポイン
トに限定されるものではない。また、行動の分類は例示のものに限られない。
【００４０】
　図４に戻り、音楽再生アプリ１１が起動されてカラオケ選曲支援アプリ１２の行動記録
部１３が処理を開始すると、カメラ制御部１３１およびマイク制御部１３２により裏（バ
ックグラウンド）でカメラ（フロントカメラ）とマイクを起動する（ステップＳ１０１）
。
【００４１】
　次いで、音楽再生アプリ１１により楽曲が起動されると、楽曲ＩＤ取得部１３３により
音楽再生アプリ１１から楽曲ＩＤを取得する（ステップＳ１０２）。
【００４２】
　次いで、クラウドデータ入出力部１３８によりサーバ装置３からクラウド上のデータ（
利用者の楽曲ごとのポイントおよびフラグの状態を示すデータ）を取得（ロード）する（
ステップＳ１０３）。
【００４３】
　次いで、歌声検出部１３４、鼻歌・口パク検出部１３５および歌詞参照検出部１３６に
より検出される、利用者の楽曲の試聴中の行動を記憶領域に保存（セーブ）する（ステッ
プＳ１０４）。
【００４４】
　次いで、楽曲が終了すると（ステップＳ１０５）、記憶領域に保存していた楽曲の試聴
中の行動を取得（ロード）する（ステップＳ１０６）。
【００４５】
　以下、フラグ・ポイント管理部１３７は、楽曲の試聴中の行動に応じて、利用者に対し
楽曲ごとにポイントやフラグの追加を行う。
【００４６】
　先ず、フラグ・ポイント管理部１３７は、歌声検出部１３４により曲に合致する利用者
の歌声を検出したか否か判断する（ステップＳ１０７）。なお、検出は楽曲の試聴中に何
度となく行われるため、検出の頻度や割合が所定の閾値を超えた場合に歌声を検出したと
判断する。
【００４７】
　曲に合致する利用者の歌声を検出したと判断した場合（ステップＳ１０７のＹｅｓ）、
フラグ・ポイント管理部１３７は、歌詞参照検出部１３６により利用者の歌詞の参照を検
出したか否か判断する（ステップＳ１０８）。なお、検出は楽曲の試聴中に何度となく行
われるため、検出の頻度や割合が所定の閾値を超えた場合に歌詞の参照を検出したと判断
する。
【００４８】
　利用者の歌詞の参照を検出したと判断した場合（ステップＳ１０８のＹｅｓ）、フラグ
・ポイント管理部１３７は利用者の当該楽曲に対して例えば「１５ポイント」を追加し（
ステップＳ１０９）、「歌フラグ」を追加する（ステップＳ１１３）。
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【００４９】
　また、利用者の歌詞の参照を検出しなかったと判断した場合（ステップＳ１０８のＮｏ
）、例えば「１０ポイント」を追加し（ステップＳ１１０）、「歌フラグ」を追加する（
ステップＳ１１３）。
【００５０】
　また、曲に合致する利用者の歌声を検出しなかったと判断した場合（ステップＳ１０７
のＮｏ）、フラグ・ポイント管理部１３７は、鼻歌・口パク検出部１３５により曲に合致
する鼻歌や口パクを検出したか否か判断する（ステップＳ１１１）。なお、検出は楽曲の
試聴中に何度となく行われるため、検出の頻度や割合が所定の閾値を超えた場合に鼻歌や
口パクを検出したと判断する。
【００５１】
　曲に合致する鼻歌や口パクを検出したと判断した場合（ステップＳ１１１のＹｅｓ）、
例えば「５ポイント」を追加し（ステップＳ１１２）、「歌フラグ」を追加する（ステッ
プＳ１１３）。
【００５２】
　また、曲に合致する鼻歌や口パクを検出しなかったと判断した場合（ステップＳ１１１
のＮｏ）、フラグ・ポイント管理部１３７は、歌声検出部１３４により楽曲の再生音量が
視聴に耐えるだけの音量であるか否かを検出することにより、楽曲の試聴のみであるか否
か判断する（ステップＳ１１４）。なお、検出は楽曲の試聴中に何度となく行われるため
、検出の頻度や割合が所定の閾値を超えた場合に楽曲の試聴を検出したと判断する。
【００５３】
　楽曲の試聴のみであると判断した場合（ステップＳ１１４のＹｅｓ）、フラグ・ポイン
ト管理部１３７は、例えば「３ポイント」を追加し（ステップＳ１１５）、「聴フラグ」
の追加および「聴フラグ」のポイントを「１ポイント」追加する（ステップＳ１１６）。
楽曲の試聴のみでないと判断した場合（ステップＳ１１４のＮｏ）、ポイントおよびフラ
グの付与は行わない。
【００５４】
　なお、楽曲の試聴のみの場合については、利用者が歌詞を目で追っているか否かを区別
していないが、それらを区別し、歌詞を目で追いながら視聴している場合には、単に視聴
している場合よりも追加するポイントを増やしてもよい。
【００５５】
　その後、フラグ・ポイント管理部１３７は、当該楽曲についてポイントやフラグが追加
されたデータにおいて「聴フラグ」と「歌フラグ」が同居するか否か判断する（ステップ
Ｓ１１７）。
【００５６】
　「聴フラグ」と「歌フラグ」が同居すると判断した場合（ステップＳ１１７のＹｅｓ）
、フラグ・ポイント管理部１３７は、「聴フラグ」のポイントの補正として、例えば３倍
にする（ステップＳ１１８）。蓄積されたデータの中で、同じ楽曲について「聴フラグ」
と「歌フラグ」が同居しているということは、その利用者は単に歌っているだけではなく
、カラオケの練習を積極的に行っていると評価することができるためである。「聴フラグ
」と「歌フラグ」が同居しないと判断した場合（ステップＳ１１７のＮｏ）、「聴フラグ
」のポイントの補正は行わない。
【００５７】
　次いで、クラウドデータ入出力部１３８によりサーバ装置３に対して楽曲のポイントと
フラグの最新のデータを送信し、クラウド上のデータを更新する（ステップＳ１１９）。
【００５８】
　その後、音楽再生アプリ１１を続けて使用する場合（ステップＳ１２０のＹｅｓ）は、
楽曲の起動（ステップＳ１０２）の待機から処理を繰り返し、音楽再生アプリ１１を続け
て使用しない場合（ステップＳ１２０のＮｏ）は、行動記録部１３の処理を終了する。
【００５９】



(9) JP 6604194 B2 2019.11.13

10

20

30

40

50

　なお、上述した処理フローはあくまでも一例であり、処理に矛盾が生じない範囲で処理
の順序を変えてもよいし、同様の処理結果を得られる他の処理に変更してもよい。
【００６０】
　次に、図６は上記の実施形態におけるカラオケ機器５における処理例を示すフローチャ
ートである。すなわち、端末装置１を所持した利用者がカラオケ店４のカラオケ機器５の
前に集まってカラオケを行う場合の処理例である。
【００６１】
　図６において、端末装置１の相互認識部１４１とカラオケ機器５の相互認識部５２１は
、赤外線や近距離無線等により通信を行い、相互に認識を行う（ステップＳ２０１）。
【００６２】
　次いで、カラオケ機器５のカラオケ選曲支援アプリ５２は、端末装置１のクラウドデー
タ取得部１４２およびデータ送信部１４３とカラオケ機器５のデータ受信部５２２により
、サーバ装置３から利用者の楽曲ごとの合計ポイントを示すデータ（楽曲履歴情報）を取
得する（ステップＳ２０２）。なお、利用者の楽曲ごとの合計ポイントを示すデータはデ
ータの取得時に計算してもよいし、予めサーバ装置３において保持させておいてもよい。
図７はサーバ装置３から端末装置１Ａ、１Ｂを介してカラオケ機器５が楽曲情報を取得す
る例を示している。なお、ＡさんとＢさんの２人について示しているが、参加者の人数は
３人以上でもかまわないことはいうまでもない。参加者の端末装置１を介して各利用者の
データを取得することで、個人情報のセキュリティを確保することができる。
【００６３】
　次いで、図６に戻り、カラオケ選曲支援アプリ５２の楽曲振分部５２３は、各利用者の
データに共通の楽曲（重複する楽曲）が存在するか否か判断する（ステップＳ２０３）。
サーバ装置３から取得した各利用者のデータに含まれる楽曲ＩＤは音楽再生アプリ１１の
ベンダ等により付与のルールが異なるため、単純に一致するか否かによっては重複を判断
することができない。そのため、基準となる固有ＩＤ（公的な団体等が定めたものである
ことが望ましい）と楽曲ＩＤの対応関係を予め保持することにより、いったん固有ＩＤに
置き換えた上で重複の判断（マッチング）を行う。図８は固有ＩＤによる楽曲のマッチン
グの例を示しており、横一例が同じ楽曲に付された固有ＩＤと利用者Ａさんの楽曲ＩＤと
利用者Ｂさんの楽曲ＩＤを示している。なお、異なる楽曲に同じ楽曲ＩＤが付与されるこ
とがある場合には、利用者から取得するデータの楽曲ＩＤに、音楽再生アプリ１１のベン
ダやアプリを識別する情報を付加してもよい。
【００６４】
　また、利用者から取得するデータの楽曲ＩＤに、楽曲の特徴量（音声信号の周波数や振
幅の変化の特徴を示す情報）を付加し、固有ＩＤと対応付けられた基準となる楽曲の特徴
量と比較することで楽曲を特定してもよい。更に、利用者から取得するデータの楽曲ＩＤ
に、曲名や歌手名（アーティスト名）等を識別する情報を付加し、固有ＩＤと対応付けら
れた基準となる楽曲の曲名や歌手名等と比較することで楽曲を特定してもよい。
【００６５】
　図６に戻り、共通の楽曲が存在すると判断した場合（ステップＳ２０３のＹｅｓ）、楽
曲振分部５２３は、共通の楽曲について、固有ＩＤと各楽曲ＩＤを紐付けて保持する（ス
テップＳ２０４）。
【００６６】
　次いで、楽曲振分部５２３は、複数の利用者の間で共通する楽曲のそれぞれについての
合計ポイントを比較し、優先度付けを行う（ステップＳ２０５）。図９は固有ＩＤにより
紐付けされた楽曲それぞれのポイントの比較の例を示す図である。例えば、固有ＩＤ「Ｃ
８７２４０」の楽曲の場合、Ａさんの合計ポイントが「２００」で、Ｂさんの合計ポイン
トが「３００」であるため、Ｂさんの合計ポイントがＡさんの合計ポイントを上回り、Ｂ
さんの優先度が高くなる。すなわち、この楽曲は、Ｂさんの選曲候補リストには優先度高
の順番で追加され、Ａさんの選曲候補リストには優先度低で追加されることになる。
【００６７】
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　なお、単に歌っている回数が多い方が保有ポイントが高くなるわけではなく、視聴回数
に応じて合計ポイントが補正（図４のステップＳ１１８）されている場合がある。例えば
、固有ＩＤ「Ｄ５５８７９」の楽曲の場合、Ａさんの合計ポイントが「１３６」で、Ｂさ
んの合計ポイントが「１２０」であるため、Ａさんの合計ポイントがＢさんの合計ポイン
トを上回り、Ａさんの優先度が高くなる。図１０はその楽曲についてのＡさんとＢさんの
行動を示しており、歌った回数はＡさんの１０回に対してＢさんが１２回でＢさんが若干
上回っているが、聴いた回数はＡさんが４回なのに対しＢさんは０回であり、Ａさんには
補正のポイントが「３６」加算されたことで、Ａさんが合計ポイントで上回っている。す
なわち、楽曲を数回聴いた後に音合わせのために歌ったＡさんには、視聴回数分の補正が
掛かり、歌っている回数では勝っていたＢさんよりも合計ポイントが高くなっている。
【００６８】
　図６に戻り、共通の楽曲が存在しないと判断した場合（ステップＳ２０３のＮｏ）、固
有ＩＤと各楽曲ＩＤの紐付け（ステップＳ２０４）と合計ポイントの比較（ステップＳ２
０５）は行わない。
【００６９】
　次いで、楽曲振分部５２３は、利用者ごとに楽曲候補優先度を抽出し（ステップＳ２０
６）、利用者ごとに選曲候補リストを生成する（ステップＳ２０７）。例えば、カラオケ
に参加している他の利用者と重複する楽曲については、優先度の序列が１番以外の楽曲に
ついては序列に応じて所定ポイント（序列が下になるほど大きな値）を合計ポイントから
差し引く。また、重複しない楽曲については合計ポイントのままとし、その利用者の行動
から取得した全ての楽曲について、合計ポイントの高い順にソートして上位の所定数の楽
曲を選曲候補リストにする。このように、利用者の普段の行動（楽曲利用）に応じて、優
先度を決定することにより、その時々のメンバーに応じて優先度が割り出されるため、利
用者間での関係性をあらかじめ登録等する必要が無い。また、選曲候補リストには重複の
有無を示すフラグを付加してもよい。
【００７０】
　次いで、結果送信部５２４により各利用者の端末装置１に選曲候補リストを送信し（ス
テップＳ２０８）、処理を終了する。図１１はカラオケ機器５から端末装置１Ａ、１Ｂへ
選曲候補リストを送信する例を示している。
【００７１】
　端末装置１は、データ受信部１４４により選曲候補リストを受信すると、候補リスト表
示部１４５により画面上に選曲候補リストを表示する。図１２は端末装置１Ａ、１Ｂでの
選曲候補リストの表示の例を示している。なお、他の利用者との重複の有無を楽曲ごとに
併せて表示してもよい。これにより、他のメンバが知らない楽曲を選曲してしまって場が
しらけてしまうのを防止することができる。更に、選曲候補リストには他のメンバと共通
する楽曲だけを表示するようにしてもよい。
【００７２】
　利用者は、端末装置１の画面に表示された選曲候補リストから所望の楽曲を選択すると
、選曲受付部１４６により選曲が受け付けられ、選曲送信部１４７によりカラオケ機器５
に選曲された楽曲のＩＤ（楽曲ＩＤまたは固有ＩＤ）を送信する。カラオケ機器５の選曲
受信部５２５は楽曲のＩＤを受信すると、カラオケ制御アプリ５１に選曲の指示を行い、
演奏が予約される。
【００７３】
　＜総括＞
　以上説明したように、本実施形態によれば、カラオケに参加する任意の利用者に対し利
用者個々の行動に基づいた選曲支援を行うことができ、楽曲が重複した場合でも誰が歌う
かを当事者間で相談する必要がなくなり、よりカラオケの場を盛り上げることができる。
【００７４】
　以上、好適な実施の形態により説明した。ここでは特定の具体例を示して説明したが、
特許請求の範囲に定義された広範な趣旨および範囲から逸脱することなく、これら具体例
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に様々な修正および変更を加えることができることは明らかである。すなわち、具体例の
詳細および添付の図面により限定されるものと解釈してはならない。
【００７５】
　以上の説明に関し、更に以下の項を開示する。
（付記１）
　カラオケに参加する複数の利用者の端末装置から、前記利用者が個々の楽曲に対して行
った視聴の態様を示すデータを取得する手段と、
　前記データから前記複数の利用者に共通する楽曲が存在する場合に、前記データの示す
視聴の態様に基づいて優先順位付けを行う手段と、
　前記データおよび前記優先順位付けの結果に基づいて選曲の候補を提示する手段と、
を備えたことを特徴とする選曲支援装置。
（付記２）
　前記端末装置からネットワーク上のサーバ装置に蓄積された前記データを、カラオケに
参加する際に前記サーバ装置から前記端末装置を介して取得する、
ことを特徴とする付記１に記載の選曲支援装置。
（付記３）
　前記選曲の候補を前記端末装置に送信して表示させる、
ことを特徴とする付記１または２に記載の選曲支援装置。
（付記４）
　前記端末装置に表示された前記選曲の候補から利用者により選択された楽曲を演奏の対
象となる楽曲として受け付ける、
ことを特徴とする付記３に記載の選曲支援装置。
（付記５）
　前記視聴の態様は、優先順位が低い順に、曲を聴いているだけの態様、曲に合わせ口パ
クまたは鼻歌を歌っている態様、曲に合わせて歌っている態様、および、曲と歌詞に合わ
せて歌っている態様を含む、
ことを特徴とする付記１乃至４のいずれか一項に記載の選曲支援装置。
（付記６）
　前記データから歌を歌っている態様と曲を聴いている態様とが検出された楽曲について
、優先順位を高める補正を行う、
ことを特徴とする付記１乃至５のいずれか一項に記載の選曲支援装置。
（付記７）
　カラオケに参加する複数の利用者の端末装置から、前記利用者が個々の楽曲に対して行
った視聴の態様を示すデータを取得し、
　前記データから前記複数の利用者に共通する楽曲が存在する場合に、前記データの示す
視聴の態様に基づいて優先順位付けを行い、
　前記データおよび前記優先順位付けの結果に基づいて選曲の候補を提示する、
処理をコンピュータに実行させることを特徴とする選曲支援プログラム。
（付記８）
　前記端末装置からネットワーク上のサーバ装置に蓄積された前記データを、カラオケに
参加する際に前記サーバ装置から前記端末装置を介して取得する、
ことを特徴とする付記７に記載の選曲支援プログラム。
（付記９）
　前記選曲の候補を前記端末装置に送信して表示させる、
ことを特徴とする付記７または８に記載の選曲支援プログラム。
（付記１０）
　前記端末装置に表示された前記選曲の候補から利用者により選択された楽曲を演奏の対
象となる楽曲として受け付ける、
ことを特徴とする付記９に記載の選曲支援プログラム。
（付記１１）
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　前記視聴の態様は、優先順位が低い順に、曲を聴いているだけの態様、曲に合わせ口パ
クまたは鼻歌を歌っている態様、曲に合わせて歌っている態様、および、曲と歌詞に合わ
せて歌っている態様を含む、
ことを特徴とする付記７乃至１０のいずれか一項に記載の選曲支援プログラム。
（付記１２）
　前記データから歌を歌っている態様と曲を聴いている態様とが検出された楽曲について
、優先順位を高める補正を行う、
ことを特徴とする付記７乃至１１のいずれか一項に記載の選曲支援プログラム。
（付記１３）
　カラオケに参加する複数の利用者の端末装置から、前記利用者が個々の楽曲に対して行
った視聴の態様を示すデータを取得し、
　前記データから前記複数の利用者に共通する楽曲が存在する場合に、前記データの示す
視聴の態様に基づいて優先順位付けを行い、
　前記データおよび前記優先順位付けの結果に基づいて選曲の候補を提示する、
処理をコンピュータが実行することを特徴とする選曲支援方法。
（付記１４）
　前記端末装置からネットワーク上のサーバ装置に蓄積された前記データを、カラオケに
参加する際に前記サーバ装置から前記端末装置を介して取得する、
ことを特徴とする付記１３に記載の選曲支援方法。
（付記１５）
　前記選曲の候補を前記端末装置に送信して表示させる、
ことを特徴とする付記１３または１４に記載の選曲支援方法。
（付記１６）
　前記端末装置に表示された前記選曲の候補から利用者により選択された楽曲を演奏の対
象となる楽曲として受け付ける、
ことを特徴とする付記１５に記載の選曲支援方法。
（付記１７）
　前記視聴の態様は、優先順位が低い順に、曲を聴いているだけの態様、曲に合わせ口パ
クまたは鼻歌を歌っている態様、曲に合わせて歌っている態様、および、曲と歌詞に合わ
せて歌っている態様を含む、
ことを特徴とする付記１３乃至１６のいずれか一項に記載の選曲支援方法。
（付記１８）
　前記データから歌を歌っている態様と曲を聴いている態様とが検出された楽曲について
、優先順位を高める補正を行う、
ことを特徴とする付記１３乃至１７のいずれか一項に記載の選曲支援方法。
【符号の説明】
【００７６】
　１、１Ａ、１Ｂ　　　端末装置
　１１　　　　　　　　音楽再生アプリ
　１２　　　　　　　　カラオケ選曲支援アプリ
　１３　　　　　　　　行動記録部
　１３１　　　　　　　カメラ制御部
　１３２　　　　　　　マイク制御部
　１３３　　　　　　　楽曲ＩＤ取得部
　１３４　　　　　　　歌声検出部
　１３５　　　　　　　鼻歌・口パク検出部
　１３６　　　　　　　歌詞参照検出部
　１３７　　　　　　　フラグ・ポイント管理部
　１３８　　　　　　　クラウドデータ入出力部
　１４　　　　　　　　選曲指示部
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　１４１　　　　　　　相互認識部
　１４２　　　　　　　クラウドデータ取得部
　１４３　　　　　　　データ送信部
　１４４　　　　　　　データ受信部
　１４５　　　　　　　候補リスト表示部
　１４６　　　　　　　選曲受付部
　１４７　　　　　　　選曲送信部
　２　　　　　　　　　ネットワーク
　３　　　　　　　　　サーバ装置
　３１　　　　　　　　データ入出力部
　３２　　　　　　　　データベース
　４　　　　　　　　　カラオケ店
　５　　　　　　　　　カラオケ機器
　５１　　　　　　　　カラオケ制御アプリ
　５２　　　　　　　　カラオケ選曲支援アプリ
　５２１　　　　　　　相互認識部
　５２２　　　　　　　データ受信部
　５２３　　　　　　　楽曲振分部
　５２４　　　　　　　結果送信部
　５２５　　　　　　　選曲受信部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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